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問
屋
制
工
業
の
資
本
主
義
的
性
格

第
四
十
七
巻

四

第

披

四

問
屋
制
工
業
の
資
本
主
義
的
性
格

ー
ゾ
ム
バ
ル
ト
の
見
解
を
中
心
と
し
て
i
l
i

堀

江

英
ヘ
ふ
ヒ
一
J

，r-
言
u
-

、

問
屋
制
工
業
(
言
ユ
官
官

a
m
g
E
)

の
こ
コ
の
型

問
屋
制
工
支
の
一
本
質
ー
ー
ー
ゾ
ム
パ
ル
ト
に
於
て
は
そ
れ
は
資

本
主
義
的
性
格
の
こ
と
で
あ
る
1

1

に
這
入
る
に
先
立
っ
て
、

問
屋
制
工
業
の
も
と
に
普
通
に
理
解
さ
れ
る
本
質
を
具
に
し
た

二
つ
の
定
型
を
匡
別
せ
ね
ば
な
ら
ね
。

或自p
は、ち
純、そ
粋、の
の一
定 E は
「、

~.!，リ
t亡ム
方士、 ノf

ル
ト
の
所
謂
本
源
的

(ロ話回

ν
E
=同
}
】
円
「
)

(
君
主
問
庄
制
工
業
即
ち
前
貸
制
度
で
あ
り
、
他
は
生
最

的、け、
る、

問
屋
制
工
業
師
ち
資
本
主
義
的
組
織
と
し
て

( -M 
D 
〔-Z 
Fデ
F 
_. 
〈
) 

の
問
屋
削
工
業
で
あ
る
。

(

註

一

)

そ

2
r
p
r
m
Z
H
E
H
或
は
戸
、
。
己
主
は
本
来
の
志
昧
に
於
て

は
〈

FE--E主
r
)
己
2
ヨ
印
す
り
前
貸
制
度
で
あ
る
c

そ
れ
が
輯
化
し
て
資

本
家
的
(
車
内
勢
働
を
も
意
味
す
る
に
到
っ
た
。
私
は
こ
の
聴
化
し
た
芯



味
に
重
勤
を
詮
い
て
問
庭
制
工
業
主
謬
し
た
。
向
ほ
問
屋
制
工
業
と
家

内
工
業
の
関
係
に
つ
き
百
号
ヒ
ヤ
1
は
一
論
理
的
に
は
問
民
制
工
業
白

努
働
関
係
の
み
が
家
内
工
業
と
呼
ば
る
べ
き
で
あ
る
一
と
述
べ
て
ゐ
る
。

tlj 

純
粋
の
意
味
に
於
け
る
問
屋
一
制
工
業

こ
れ
は
『
貨

幣
所
有
者
と
工
業
生
産
者
と
の
聞
の
一
種
の
ん
口
生

(
3
5ヴ一山田円)

印
ち
窮
乏
に
陥
っ
た
手
L
業
者
が
そ
の
経
替
を
績
け
う
る
た
め

に
貨
幣
所
有
者
が
或
る
貨
幣
額
を
彼
に
前
貸
す
る
と
と
』
で
あ

る
。
貨
幣
の
代
り
に
生
出
資
料
や
生
産
千
段
が
前
貸
さ
れ
て
も

事
情
に
惜
別
り
は
た
い
Jr

従
つ
で
こ
の
場
合
陀
は
単
純
な
高
利
貸
一

資
本
の
外
に
、
商
業
資
本
の
諸
形
態
邸
ち
イ
一
定
額
の
貨
幣
貸

阻
(
に
針
し
そ
の
工
業
生
産
物
に
よ
り
返
済
を
受
け
る
場
合
、
ロ

生
活
資
料
或
は
生
産
手
段
を
貸
奥
し
て
、
そ
の
工
業
生
産
物
に

よ
り
返
済
を
受
け
る
揚
合
が
含
ま
れ
る
筈
で
あ
る
。
か
く
て
『
純

粋
の
意
味
に
於
け
る
問
屋
制
度
契
約
の
締
結
は
究
制
す
る
と
こ

ろ
分
配
過
程
で
あ
う
て
』
、
そ
れ
自
身
新
し
い
生
産
秩
序
の
成

立
を
意
味
し
友
い
。

。“
生
産
的
問
屋
制
工
業

『
貨
幣
貸
輿
者
が
生
産
指
揮
を

捨
任
す
る
に
到
る
や
否
や
す
べ
て
の
開
聞
は
仰
は
完
全
に
鑓
る
③

の
時
か
ら
財
の
生
産
そ
の
も
の
に
鑓
化
が
、

-
j
i
-
-
・
:
そ
の
源

問
屋
制
工
業
の
安
本
主
義
的
性
格

泉
を
経
倍
形
態
の
時
皮
革
の
う
ち
に
有
す
る
改
良
が
行
は
れ
る
が

故
に
、
そ
の
時
か
ら
生
産
秩
序
が
獲
る
の
で
る
り
、
そ
の
時
か

ら
資
本
主
義
的
組
織
が
始
ま
る
の
で
あ
る
o
』

生
産
的
問
屋
制
工
業
は
か
〈
の
如
脅
「
資
本
主
義
的
組
織
』
と

し
て
の
問
屋
制
工
業
の
こ
と
で
あ
る
が
、

以
下
こ
れ
に
つ
い
て

活
べ
よ
う
。
街
ほ
特
別
の
断
り
な
き
限
り
問
屋
制
工
業
は
生
産

的
問
屋
制
工
主
宇
一
指
す
。

困

H
q
a
F
J刊
「
』
髭

R
D
K雪

国

H
E
，-4
司
:
づ
云
-
6
2
n
z

先
づ
グ
ム
バ
ル
ト
に
於
け
る
問
屋
制
工
業
の
規
定
か
ら
始
め

上
う
。
『
案
内
工
業
(
問
屋
制
工
業
)
と
は
持
働
者
を
彼
の
自
宅

叉
は
仕
事
揚
に
於
て
使
用
す
る
資
本
主
義
的
企
業
の
一
経
骨
形

態
で
あ
る
。
印
ち
資
本
主
義
的
企
業
家
た
る
問
屋

(〈

2
r向
。
『
)

が
生
産
指
抑
に
任
じ
、
彼
は
生
産
の
方
向
及
び
程
度
を
決
定
し

て
自
宅
又
は
仕
事
場
で
働
く
持
働
者
に
注
文
を
設
す
る
。
然
し

彼
れ
の
生
産
支
配
穫
は
生
産
物
の
生
産
に
要
す
る
生
産
手
段
の

そ

所
有
に
基
く
よ
り
も

(
生
産
手
段
の
一
郎
分
は
多
く
O

場
合
崎
町
働
者

の
手
中
に
あ
る
か
ら
)
寧
ろ
商
品
市
揚
の
智
識
及
び
支
配
(
彼
の
商

策
四
十
七
谷

四

四

号事

競
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問
陪
制
工
業
の
資
本
主
義
的
性
絡

人
的
性
格
)
及
び
原
料
の
調
達
・
製
品
販
一
賀
に
必
妥
た
資
本
の
所

有
に
基
く
。
』
生
産
指
揮
と
は
『
生
産
の
ト
ク
内
及
び
程
度
を
決
定

し
て
白
{
主
成
は
仕
事
場
で
働
〈
川
労
働
者
に
注
文
を
愛
す
る
こ

と
』
印
ち
注
文
に
外
た
ら
た
い
。
円
余
内
工
業
に
は
二
形
態
が
あ

る

は
自
宅
で
草
加
叫
或
は
家
族
と
共
に
努
働
に
従
事
す

そ
σ') 

る
家
庭
崎
町
働
(
日
2
5
E
Z三
・
他
は
特
に
設
け
ら
れ
た
仕
事
揚
に

於
戸
』
山
沢
内
工
業
者
が
賃
仙
川
働
符
を
使
附
す
る
仕
事
場
持
働

で
る
る
。
商
業
資
本
が
か
L

る
家
族
或
は
仕

。円rω
門

R
Z
P「
roz)

事
場
経
営
者
に
生
産
物
の
注
文
を
な
す
時
、
問
屋
削
工
業
が
成

立
し
、
商
業
資
本
は
資
本
主
義
的
生
産
企
業
に
特
化
す
る
の
従

っ
て
資
本
主
義
的
大
経
倍
邸
ち
工
揚
手
工
業
及
び
エ
揚
に
剥
し

て
は
問
屋
制
工
業
は
持
働
者
の
分
散
及
び
努
働
の
分
散
の
二
賠

に
於
て
区
別
さ
れ
る
。

我
々
は
更
に
ゾ
ム
バ
ル
ト
が
彼
の
「
粧
品
百
」
(
ロ
ω
Z
0
5
と
「
経

済
」
一
巧
言
ω
口
一
戸
田
)
を
述
べ
る
に
際
い
J

極
め
て
断
片
的
に
燭

れ
た
問
屋
制
工
業
に
閲
す
る
見
解
に
基
い
て
、
更
に
こ
の
黙
を

追
求
し
て
見
ょ
う
。

周
知
の
如
く
グ
ム
バ
ル
ト
に
於
て
は
粧
品
同
は
繕
積
的
危
仕
事

億
四
十
七
各

日目
[19 

第

長提

E日
111.1 

途
行
の
目
的
の
た
め
の
設
備
言
。

E
冨

E
Z認
さ
E

N〆
z
n
r
o

聞い

v
-
R
σ
J
O
F
N
C
-
J〈
2
-
h
F『

2
=円
F
F
Z
ご
に
〕

:

:

、

過
程
を
意
味
し
た
c

粧
品
目
が
務
的
過
程
を
意
味
す
る
以
上
、
経

賛
単
位
が
持
働
過
訟
の
統
一
性
に
よ
り
決
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ね

印
ち
マ
ル
ク
ス
の
所
謂
帥
労
働

<"・
~~ 

こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
左
い
。
界
的
過
程
の
統
一
性
を
規
定
す
る

要
素
に
は
次
の
一
一
一
つ
が
る
る
。
い
い
界
側
過
程
の
開
始
完
山
口
日
目

百
五
)
l生
産
要
殺
の
調
達
・
ロ
労
働
過
程
の
形
成
(
(
U
G
U
E
E
P
H

ー
い
っ
、
ど
こ
で
生
産
す
る
か
の
決
定
.
山
弁
働
過
程
の
寅

施

(
K
E
E
W
E
-
d司
)
指
揮
監
替
の
統
一
位
、
是
で
あ
ム
。

家
内
工
業
者
の
絞
倍
は
統
一
的
に
秩
序
づ
け
ら
れ
た
・
完
結

し
た
経
告
で
あ
る
。
何
と
た
れ
ば
そ
れ
は
上
述
し
た
三
要
請
を

漏
忌
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
付
家
内
工
求
者
は
仕
事
の

(
P
E
E
-
z
ロ
ロ
均
三
-
E
J
3
-
r
o
u
)
を
内
容
と
す
る
特
倒
過

費
施
程
の
組
織
者
で
る
る
1

1
彼
は
生
産
に
必
要
注
生
産
要
素
を
制

達
す
る
、

そ
の
揚
合
道
具
・
原
料
を
問
屋
か
ら
供
給
さ
れ
る
こ

と
、
そ
れ
は
財
産
法
的
闘
依
を
表
す
だ
け
で
と

L
で
は
ど
う
で

も
よ
い
こ
と
で
あ
る
。
ロ
彼
は
生
産
の
揚
刷
(
自
宅
恥
仕
事
場
と

と
持
働
時
期
(
開
始
・
判
官
了
・
休
息
)
を
決
定
す
る
。
ハ
彼
は
監
督
卸

'1，/. Soml>art， I-I:.tusindustrie-Hand帆 >rterbuc.hde:r Staabwissen回 haften.Ikl. 
V. Au日"IV. '923. s. '79・
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ihre Organi~ation~Archiv fur Getzg色lmng lJnd St~， tistik. Bd. XIV. 1己99・
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ち
経
皆
警
察
(
宮
内

przhz一-NZ)
を
行
ふ
。

一
一
ツ
の
一
一
案
内
工
業
者
に
於
て
は
統
一
的
に
秩
序
づ
け
ら
れ
て
ゐ

る
に
反
し
、
異
る
家
内
工
業
者
に
於
て
夫
々
異
る
で
あ
ら
う
。

こ
れ
ら
三
要
素
は

そ
れ
自
健
に
於
て
統
一
性
を
有
す
る
家
内
工
業
者
の
経
営
が

如
何
に
し
て
問
屋
の
『
持
働
者
』
と
見
ら
れ
得
る
か
。

決
す
る
の
が
経
済
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
解

こ
の
結
に
開
し
ゾ
ム
バ
ル
ト
は

突
の
如
く
遁
ぺ
て
ゐ
る
。
『
現
代
の
出
来
合
服
府
(
内
g
r
r
z
q
a

" ι。開司咽d 
』

P畠
P 
，伽陶圃

ω 、、--

は
次
の
如
会
経
日
品
川
を
包
含
し
て
ゐ
る
。
印
ち
注
文
を

受
け
・
不
正J
口問

hr波
ず
州
問
揚
絞
品
目
、
出
来
上
っ
た
商
品
宮
市
街
へ
る

倉
庫
経
営
‘
多
く
は
小
寅
経
替
卸
ち
底
舗
(
然
L
往
々
依
け
て
ゐ
る

比
較
的
大
き
い
修
繕
及
び
裁
断
工
場
、
最
後
に

衣
服
を
完
成
す
る
長
い
系
列
の
小
規
模
家
内
工
業
経
営
。

こ
止
も
あ
る
)
、

と

れ

ら
す
ぺ
て
の
技
術
的
に
濁
立
し
た
経
営
の
経
済
的
統
一
は
貨
幣

利
得
を
追
求
す
る
資
本
主
義
的
目
的
に
よ
り
確
保
さ
れ
て
ゐ

る
』
グ
ム
バ
ル
ト
は
か
』
る
統
一
的
家
内
工
業
経
費
を
問
屋
の

直
町
内
凸
す
る
工
場
そ
の
他
の
経
管
と
等
一
一
回
し
て
ゐ
る
。
従
っ
て

J

ノ
ム
パ
ル
ト
に
於
て
は
家
内
工
業
者
の
終
皆
は
問
屋
企
美
内
の

一
経
営
で
あ
り
、
問
屋
企
業
は
か
く
て
生
産
企
業
に
た
る
。
自

問
屋
制
工
業
の
費
本
主
義
的
性
絡

己
経
営
と
家
内
工
業
者
の
経
替
が
同
一
視
さ
れ
る
所
以
は
、
共

民
生
産
指
煙
権
l

資
質
的
に
は
法
文
j
が
問
屋
に
属
す
る
か
ら

で
あ
る
a

替日，1と
b~~1 る我

T(々
4E討は

蔀5f
ι 、
(て

" c ソ
.:::: .l、
"" -ノ、
a:i"レ。
ト

tコ
見
解
に

於
」

既
打て

古
い
メ会、
日ロ
題

り
告
白
問
符
ロ
再
三
)

『
分
散
的
大
経

の
思
想
が
継
承
さ
れ
て
ゐ
る
の
を
見
る
。
而
も
従
来
の
と

の
系
統
の
思
想
に
比
し
、

は
工
場
手
工
業
芥
働
且
刊
に
叫
訓
ず
る
楠
同
売
を
、
他
万
円
改
内
工
業
者

一
方
家
内
工
業
者
の
同
粧
品
百
の
工
場
或

ケ
目
し
て
悶
民
制
生
探
活
ゾ
ム
バ
ル
ト
に
従
へ
ば
『
崎
山
働
者
』

ー
ー
た
ら
し
む
る
基
準
を
、

上
り
明
確
に
提
起
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
匝
別
さ
れ
る
。

(
註
二
)

但
し
マ
ル
ク
ス
に
於
て
は
『
所
淵
近
代
的
家
内
工
業
』
(
品
目
白

切っ悶・

E
&
2
2

ロE
巴ロ

L
E
E内
)
を
賃
銀
制
の
問
日
用
制
工
業
の
品
に

限
っ
た
。
そ
の
到
に
於
て
賃
銀
制
・
買
収
制
の
補
同
局
制
工
業
を
合
室

6
 

し
め
た
ゾ
ム
パ
ル
下
左
マ
ル
ク
ス
止
の
相
呉
が
あ
る
。
而
も
後
に
遁
ペ

る
如
く
、
こ
の
相
具
は
車
に
形
式
的
な
相
mm
一
に
と
γ
宮
ら
な
〈
な
る
。

と
こ
ろ
で
生
産
指
揮
卸
ち
擢
友
る
注
文
が
案
内
工
業
者
を
問

屋
企
業
の
「
持
働
者
』
た
ら
し
む
る
と
す
れ
ば
、
問
屋
制
工
業
は

必
然
的
に
買
取
制
の
問
屋
制
工
業
と
賃
銀
制
の
問
屋
制
工
業
を

第
四
十
七
巻

四
ヨ王

第

銃

四
王王

殆んnミj史このもN.Sombart， Die moderne KapiltaIismllS. Bd. 1. Au日， I. 19口2.
Einleitungがある。こ Lでは後者を利用ずる。
可申N.Sombart， Der moderne Kapitali臼:Illl.:;.:Bd. 1. Aufl. 1. S. .5・
W. Sombart， a. a. O.日.12. 
W. Sombart， a. a. O. S. 12-13. 
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問
屋
制
工
業
の
資
本
主
義
的
性
裕

含
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
例
へ
ば
農
民
が
自
己
生
涯
の
原
料
、

自
己
の
努
働
手
段
を
使
っ
て
問
屋
の
注
文
口
聞
の
生
産
に
従
事
し

見か
る。

ゾ手'lt
ム々
ノ~まと

yレ貨の
ト取去
の 11.IJ 上告
見のは
jlJ手間間
に屋屋
賛舟Ijの
同工立
す談話
るを立
をも己
得新と
なし云
いZFいへ
三生、る
かし一陸、て、

L 不~，あ
る序ら
E: とう

た
揚
合
、

取
制
の
問
民
制
工
山
誌
と
災
銀
削
の
問
屋
削
工
誌
と
の
混
同
は
似

止
し
て
工
業
護
保
段
階
K
於
付
る
問
民
制
工
訟
の
地
位
決
定
を

誤
ま
ら
し
め
て
ゐ
る
。

(
註
三
)
ピ
ユ
フ
ヒ
ャ
ー
は
こ
の
一
新
に
於
て
際
映
し
て
ゐ
る
。
彼
は
同

一
閃
辰
の
も
と
に
立
ワ
家
内
工
業
者
聞
の
分
業
を
買
収
制
の
も
主
に
於

て
は
印
有

N
E
E
E
5
賃
銀
制
の
も
主
に
於
て
は

N
E
n
m
E問
と
し

た
。
即
ち
前
者
を
枇
合
的
分
業
、
後
者
を
問
展
企
業
内
部
の
分
業
と
ナ

る
こ
と
に
依
ワ
て
無
意
誠
的
で
あ
る
が
自
己
の
見
解
の
矛
盾
を
暴
露
し

J
 

て
ゐ
る
。

問
屋
制
工
業
の
歴
史
的
地
位

上
述
し
た
と
こ
ろ
に
於
で
我
々
は
ゾ
ム
パ
ル
ト
が
何
故
に
問

屋
制
工
業
を
資
本
主
義
的
組
織
と
見
た
か
と
い
ふ
と
と
を
明
か

に
し
、
最
後
に
こ
れ
に
謝
す
る
疑
問
を
提
出
し
て
置
い
た
。

と

第
四
十
七
巻

四
ノ、

事再

披

四
/、

の
疑
問
は
彼
が
資
本
主
義
工
業
の
後
展
に
射
す
る
問
屋
制
工
業

の
役
割
に
つ
い
て
議
べ
た
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
に
依

っ
て
更
に
明
擦
に
た
る
だ
ら
う
。
問
屋
制
工
業
の
役
割
に
闘
し

ゾ
ム
パ
i
y

ト
は
弐
の
諸
賠
を
掲
げ
て
ゐ
る
。

(イ)

~~・
l'i!u 
(.I') 

閥
t己
主主
jI'''"t 

的
5.E 
~!f: 

'1'1: 

ti: 

n 

t 

炉d

，-
-凶

【.

;~-

〈..， 
・6
戸』

、}♂d

の
増
進
c

問
屋
削
工
業
の
成
立
そ
れ
自
身
は
原
則

と
し
て
捗
働
組
税
の
耕
民
車
を
意
映
す
る
も
の
で
な
く
、
従
っ
て

持
働
の
生
産
力
の
増
進
を
意
味
し
な
い
。
然
し
そ
れ
は
他
方
に

於
て
農
村
弊
働
力
及
び
都
市
の
宇
野
働
力
を
工
業
生
産
に
惹
き

入
れ
る
と
と
に
依
り
二
閣
の
生
李
力
総
量
を
増
加
せ
し
め
る
。

ロ
問
居
制
工
業
の
成
立
は
原
則
と
し
て
生
産
力
の
精
進
を
意

味
す
る
も
の
で
左
い
が
、
向
ほ
生
産
が
問
屋
の
統
一
的
指
揮
の

も
と
に
管
ま
れ
る
が
故
に
同
一
問
屋
の
も
と
で
持
働
す
る
袋
内

工
業
者
間
に
皐
純
協
栄
と
同
一
の
奴
田
町
が
表
れ
、
持
働
者
の
能

率
が
た
か
め
ち
れ
る
。
然
し
勿
論
こ
の
能
率
の
精
進
は
持
働
の

強
化
の
結
田
町
に
外
友
ら
な
い
。

ハ
弊
働
の
能
率
は
商
品
の
品
質
の
改
良
に
よ
り
た
か
め
ら
れ

る
。
卸
ち
問
屋
は
模
型
或
は
見
本
を
家
内
工
業
者
に
支
給
し
、

chaft und SoziaJpoJitik. Bd. 37・1913.S. 34・
K. Mar:x， Das Kapilal. Bd. J. VoJkoal.l!:1gabe. S副 760;
76:;1頁。)
O. Schwarz， Die Betriebsformen der modernen Gro剖ndu~tric-Zeitschrfft
fur die gesamte Staatsw日senschaft.Bd. 25. 1869. s. .546. 
V gl. Stieda， Literatur， heutige Zu叫ande und Enbtehung 
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か
〈
て
よ
り
完
全
友
商
品
の
生
産
が
可
能
に
な
る
。

こ
の
こ
と

に
依
り
或
程
度
ま
で
商
品
の
棋
準
化
が
可
能
に
友
り
、
近
代
産

業
の
特
徴
た
る
珂
脳
と
筋
肉
と
の
分
離
の
腕
芽
が
こ
L
A

に
既
に

。n'

3" (=)五
5 昇れ
E 働る
L的。
ー<7コ
" 「 脅匂
白 日也

crq 率
)は

更
に

生
産
手
段
利
m 
に

』そ
け
る

終
消
化

に
よ
り
た
か
め
ら
れ
る
。
生
産
手
段
自
惜

に
は
未
だ
進
歩
は
見
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
大
量
調
達
及
び
家
内

工
法
宥
へ
の
合
現
的
分
間
に
よ
り
生
産
予
段
は
よ
り
布
放
に
利

川
さ
れ
る
。

ホ
問
屋
制
工
業
に
於
け
る
特
化
(
∞
一
国
N
E
-
E号
己
)
印
ち
問
屋

粧
品
四
と
家
内
工
業
者
の
経
日
旬
、
或
は
同
一
問
屋
の
も
と
に
立
つ

家
内
工
業
者
相
互
間
に
分
業
と
行
は
れ
、
著
し
〈
労
働
の
能
卒

が
た
か
め
ら
れ
た
。
か
く
で
問
屋
制
工
業
に
於
て
準
備
さ
れ
た

動特
j齢化
裏と
を協
千専業
たは
の資
で本
あ主
る高義
0-'"大

経;
う兵士

に

於
」

始
め
て

自
由
tx. 
る
活

資
本
主
義
大
経
緯
が
一
方
庚
小
人
友
市
揚
を
前
提
し
・
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
と
共
に
、
他
方
そ
れ
が
持
。
必
然
性
に
よ
り
市
揚
を
白

ら
開
拓
す
る
こ
と
を
使
命
と
す
る
に
反
し
、
問
屋
制
エ
業
は
等

問
屋
制
工
業
の
賛
本
主
義
的
性
格

ろ
開
拓
さ

才工
ずζ

市
揚
を
利
月3
寸ー

る
」

と
を
使
命
と
す
る

と

う

し
た
生
産
力
の
停
滞
似
を
そ
の
特
徴
I
F
一
す
る
問
屋
制
工
業
の
う

ち
に
生
産
力
の
増
進
と
持
働
の
枇
合
化
即
ち
進
歩
性
を
認
め
た

こ
と
は
確
か
に
ゾ
ム
パ
ル
ト
の
卓
見
で
る
る
に
相
違
た
い
が
、

こ
ミ
で
は
こ
の
問
題
に
こ
れ
以
上
立
入
ら
な
い
。
問
題
は
彼
が

問
屋
制
工
業
を
以
て
資
本
主
義
的
経
伎
の
最
初
の
段
階
、
資
本

主
義
的
大
経
営
の
準
備
段
階
と
認
め
、
問
屋
制
工
業
に
於
亡
成

長
し
た
分
決
が
資
本
主
義
的
大
経
世
の
技
術
的
礎
地
佐
作
っ
た

〆1

，~) 

[~~占
Iq: 
千r

.() 

然
し
ゾ
ム
バ
ル
ト
の
如
く
問
屋
制
工
業
を
以
て
資
本
主
義
的

大
経
皆
の
前
段
階
と
認
め
る
な
ら
ば
、
問
屋
制
工
業
に
於
て
支

配
的
と
友
っ
た
分
業
の
成
立
は
説
明
し
得
ら
れ
な
い
。
分
業
が

持
働
過
程
の
技
術
的
分
裂
の
可
能
性
を
前
提
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
こ
と
は
述
べ
る
迄
も
た
い
が
、
か
L
A

る
技
術
的
分
裂
は
歴
史

的
に
資
本
主
義
的
大
粧
品
百
に
於
て
始
め
て
株
立
さ
れ
る
の
で
あ

っ
て
、
単
に
中
世
的
技
術
と
規
模
に
立
脚
す
る
家
内
工
業
者
の

経
皆
そ
の
も
の
一
L
う
ち
か
ら
は
起
り
得
・
な
い
と
見
る
の
が
至
官

で
あ
ら
う
。
従
っ
て
問
屋
制
工
業
に
於
け
る
分
業
は
少
く
と
も

第
四
十
七
巻

一
四
七

責主

銃

匹1
七

I-i~usindustrie-Schriften der Vereins fUr Soualpolitik. Bd. .39・，889.s. 9-
10.; W. Sombart， I-Iau.:)industrie in Deutscllland.-Archiv filr Sozialwis:sens-
chaft und Sozialdolitik. Bd. 4. S. 109 
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問
屋
制
工
業
の
資
本
主
義
的
性
格

一
般
的
に
は
資
本
主
義
的
犬
粧
品
刊
を
前
提
し
た
付
れ
ば
た
ら

ぬ。
然
る
に
買
取
制
の
問
屋
制
工
業
に
於
て
は
普
通
分
業
は
行
は

れ
や
，
、
分
業
の
専
ら
支
配
的
な
問
屋
制
工
業
は
賃
銀
制
の
問
屋

削
工
業
で
あ

ι-o
勿
論
賃
銀
制
の
問
屋
削
工
設
と
雌
も
全
然
分

北
の
行
は
れ
た
い
易
ム
口
も
存
す
る
が
、
典
型
的
友
賃
銀
制
の
問

長
刷
工
花
、

Z
コ
t
'」
N

器
全
E

h

J

f

Z

J

l

、
主
是
正
回
日
一
一
/
亡
主

ド

E
J
I
;
:

ノイ

e
-
1ノ
'zay二F
白
』

Z
ど
ま

tFFVE引
け
有
叫

d
l
v
z

識
的
に
創
出
さ
れ
た
そ
れ
に
は
、
普
泊
分
治
が
支
配
的
で
あ
る

こ
と
は
織
紘
工
来
等
に
於
て
明
ら
か
に
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
民

取
制
の
問
屋
制
工
業
は
必
十
し
も
資
本
主
義
的
大
経
営
を
前
提

ナ
る
こ
と
を
要
し
左
い
が
、
賃
銀
制
の
そ
れ
は
資
本
主
義
的
大

経
緯
が
既
に
歴
史
的
に
成
立
し
て
ゐ
る
と
と
を
前
提
と
せ
ね
ば

友
ら
ね
。

か
〈
て
ゾ
ム
パ
ル
ト
の
貝
取
制
の
問
犀
制
工
業
と
賃

銀
制
と
の
国
別
の
無
鵡
は
、
雨
者
の
歴
史
的
段
階
の
決
定
を
も

挟
ま
ら
し
め
た
。

四

結

論

上
述
し
た
如
く
ゾ
ム
パ
ル
ト
の
所
謂
生
産
的
問
屋
制
工
業
或

第
四
十
七
巻

四
戸、

第

競

!応l
ノに

は
資
本
主
義
的
組
織
と
し
て
の
問
屋
制
工
業
に
は
、
そ
の
木
質

と
歴
史
的
段
階
営
異
に
し
た
見
取
制
の
問
屋
制
工
業
と
賃
銀
制

の
問
屋
制
工
哉
の
二
形
態
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
が
、
事
、
本
主
義
的

(
産
業
)
組
織
と
し
て
の
問
屋
制
工
哉
は
賃
鋲
制
の
そ
れ
で
あ
っ

て
、
買
取
制
の
そ
れ
は
先
茨
木
ー
主
義
的
組
織
或
は
単
純
な
商
議

資
本
的
関
係
に
す
?
な
い
。
賃
銀
制
の
問
屋
制
工
法
は
次
の
如

き
持
取
か
ら
資
本
主
義
的
(
法
業
)
組
級
E
あ
る
と
児
ら
れ
得
る
。

、
、
、

川
商
主
資
本
の
純
梓
の
形
態
は
、
同
一
の
商
品
を
利
訴
を
得

て
販
賀
す
る
た
め
に
商
品
を
民
入
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
然
る
に

賃
銀
制
の
問
屋
制
工
業
は
問
屋
が
原
料
そ
の
他
の
生
産
千
段
を

仕
入
れ
、

こ
れ
を
家
内
工
業
者
に
加
工
せ
し
め
て
販
寅
す
る
の

で
る
る
か
ら
、
問
屋
の
購
入
口
問
と
販
賢
日
間
と
が
契
り
、

し
か
も

そ
の
問
所
有
権
の
移
特
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
問
h

肢
は
釘
」
に

商
業
資
本
家
で
は
友
く
て
産
業
資
本
家
で
あ
ム
。

ω家
内
工
謀
者
は
ゾ
ム
バ
ル
ト
の
述
べ
る
如
く
肥
別
立
の
持
働

過
程
の
搭
賞
者
で
あ
る
が
、
彼
等
は
既
に
市
場
開
係
か
ら
遮
断

さ
れ
て
ゐ
る
の
み
友
ら
や
猪
立
の
生
産
者
た
る
資
格
を
奪
は
れ

て
ゐ
る
。
原
料
そ
の
他
の
生
応
千
段
は
問
屋

ω所
布
に
属
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彼
等
は
早
に
労
働
力
の
版
費
者
・
芥
働
の
抗
供
者
に
す
ぎ
一
泣
い
。

か
く
て
問
尿
は
産
業
資
必
ー
米
と
し
て
の
一
貫
質
を
具
備
し
て
居

り
、
円
余
内
工
主
者
は
特
殊
左
弁
働
者
で
あ
る
。
と
誌
に
間
h
E
制

主
主
の
資
本
主
義
的
(
庫
業
)
組
織
と
し
て
の
一
般
性
と
特
殊
性

が
見
ら
れ
る
e

る
が
、

そ
れ
(0 

Jが

な
ら
ーや
珂〈

l入1
T 経、
支持、
者的、
i土 t亡、
J止、 WJ
J街、Tit
|均、に

に、 1tむ
11耳属
JE し
l乙て
従ゐ

矧
か
く
て
家
内
工
染
者
は
、

局
し
て
ゐ
る
。
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J
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官
ド
主

A
F
K
く

t創
刊
巾

t
H
ι
伝
市

1~1
ド
が

で
は
分
た
が
支
配
的
C
あ
り

化
。
て
米
山
い
江
主
品
刊
の
以
術
付

一
商
品
生
時
技
術
の
一
分
化
に
す
ぎ
友
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
技
術
は
問
屋
に
よ
る
す
べ
て
の
家
内
工
業
者
及
び
自
己
絞
替

の
技
術
の
統
一
を
通
じ
て
始
め
て
一
商
品
の
生
町
技
術
た
り
得

る
。
家
内
工
業
者
の
技
術
は
問
屋
に
従
属
す
る
こ
と
に
依
り
始

め
て
一
商
品
の
生
産
技
術
た
り
得
る
。

等
し
く
問
屋
制
工
業
た
る
名
稽
の
も
と
に
含
ま
れ
る
も
の
に

げ
純
粋
の
意
味
に
於
け
る
問
屋
制
工
業
何
民
取
制
の
問
屋
制
工

業
ハ
賃
銀
制
の
問
毘
制
工
弐
が
あ
る
が
、
資
本
主
義
的
(
産
業
)

組
織
と
し
て
の
問
民
制
工
業
は
賃
銀
制
の
そ
れ
以
外
の
も
の
で

問問
m
制
工
業
の
資
本
主
義
的
性
格

あ
り
得
友
い
。

そ
し
て
賃
銀
制
の
問
屋
制
工
業
が
典
型
的
た
形

態
に
於
て
表
は
れ
る
の
は
工
場
手
工
業
的
段
階
に
於
で
ピ
あ
っ

て
、
そ
れ
が
支
配
的
に
な
っ
た
の
は
ド
イ
ツ
腔
史
的
事
沃
の
侍
統

的
事
説
の
如
く
資
本
主
義
(
産
業
)
組
織
の
第
一
段
階
に
於
て
ピ

は
な
い
。
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